
2010 年版以前のデータベースとの相違点 

 

 

1．以前は、各現地法人レベルの個票データをパネル化し、欠損データを線形補完した上で、

現地法人の所在国・業種分類ごとに集計していました。その後、「海外事業活動基本調査」

の調査方法変更により、現地法人レベルでのパネル化が困難になってしまいました。そこで、

2020 年版では、現地法人レベルのパネル化、欠損値の線形補完はせず、回収した個票デー

タを現地法人所在国・業種分類ごとに単純集計したものとなっています。 

 

2．たとえば、2010 年版データベースでは、線形補完後に集計した 1995 年～2006 年（1996

－2007 年調査分）までのデータを収録しています。線形補完せずに集計した 2020 年版デ

ータベースの数値と、2010 年版データベースの数値を比較すると、2020 年版データベース

においては、全海外現地法人売上高の合計値が、2010 年版データベースと比べて 5～15％

程度小さくなっている。 

 

3．2010 年版データベースでは、主要国・地域別に、3 業種、12 業種、19 業種に集計した

データを収録していますが、2020 年データベースでは、3 業種、12 業種、54 業種に集計し

たデータを集計しています。3 業種と 12 業種の分類は、2010 年版と同じですが、かなり詳

細な 54 業種に集計したデータを追加しています。ただし、現地法人数が 3 未満のセルにつ

いては秘匿処理しているため、詳細な業種分類、国分類においては秘匿セルがかなり多くな

っています。国・地域分類は、2010 年版データベースの分類とほぼ同様であるが、分類コ

ード番号は異なるため、2010 年版以前のデータを接続して利用される際はご注意ください。 

 

4．集計方法が異なるため、2010 年版以前のデータベースに、2020 年版データベースの値

を単純に接続することはできません。ただし、参考のため、3 業種・主要地域別のみについ

て、以前のデータベースにおける 1985～1995 年の伸び率を用いて、2020 年版データベー

スを 1985 年まで遡及推計しました。その結果は表 4 に収録しています。 

 

 


